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現
在
、
少
年
法
の
適
用
年
齢
を
二
〇
歳
未
満
か
ら
一
八
歳
未
満
へ
引
き
下
げ
る
方
向
で
議
論
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
の
理
由
は
、
二
〇
一
五
年
六
月
に
可
決
・
成
立
し
た
、
選
挙
権
年
齢
を
二
〇
歳
以
上
か
ら
一
八
歳
以
上
へ
引
き
下
げ
る
改
正
公
職
選
挙
法
の
附
則
第
一
一
条
が
、
少
年
法
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
定
め
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、
い
ま
一
つ
の
理
由
は
、
同
年
二
月
、
神
奈
川
県
川
崎
市
で
起
き
た
中
一
男
子
殺
害
事
件
を
契
機
と
す
る
、
少
年
法
の
見
直
し
を
求
め
る
声
で
あ
る
。
こ
の
事
件
の
犯
人
と
さ
れ
た
少
年
が
一
七
歳
・
一
八
歳
の
比
較
的
年
長
の
少
年
で
あ
っ
た
た
め
、
少
年
法
の
適
用
年
齢
を
引
き
下
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
の
声
が
広
く
聞
か
れ
こ
う
し
た
声
を
背
景
に
、
自
民
党
が
、
同
年
四
月
、
成
人
年
齢
及
び
少
年
法
の
適
用
年
齢
の
引
き
下
げ
を
議
論
す
る
「
成
年
年
齢
に
関
す
る
特
命
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
少
年
法
の
適
用
年
齢
の
引
下
げ
を
提
言
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
法
務
省
は
、
現
在
、「
若
年
者
に
対
す
る
刑
事
法
制
の
在
り
方
に
関
す
る
勉
強
会
」
を
立
ち
上
げ
て
検
討
中
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
特
に
一
九
九
〇
年
代
、
少
年
法
の
適
用
年
（
１
）
た
。
齢
の
引
き
下
げ
や
成
人
の
刑
事
裁
判
所
へ
の
移
送
対
象
と
な
る
事
件
の
拡
大
等
に
よ
り
全
国
的
に
少
年
法
の
厳
罰
化
傾
向
が
生
じ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、
比
較
的
最
近
の
少
年
非
行
を
め
ぐ
る
世
論
調
査
か
ら
、
市
民
は
必
ず
し
も
少
年
に
対
す
る
厳
罰
化
を
求
め
て
お
ら
ず
、
少
年
の
更
生
へ
の
高
い
支
持
が
維
持
さ
れ
て
い
る
、
と
の
結
果
が
み
ら
れ
る
。
民
主
主
義
社
会
に
お
い
て
、
法
制
度
及
び
政
策
が
世
論
と
乖
離
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
世
論
は
そ
れ
ら
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
。
そ
こ
で
、
非
行
少
年
に
対
す
る
法
制
度
の
在
り
方
や
少
年
法
の
改
正
の
妥
当
性
を
判
断
す
る
た
め
に
は
、
世
論
の
動
向
を
把
握
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
前
提
と
し
て
世
論
調
査
の
問
題
点
の
有
無
を
確
認
す
る
こ
と
、
そ
の
上
で
、
少
年
非
行
に
関
わ
る
法
制
度
に
つ
い
て
の
議
論
に
お
い
て
世
論
の
活
用
及
び
位
置
づ
け
を
検
討
す
る
こ
と
が
肝
要
と
な
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
日
本
に
お
け
る
内
閣
府
に
よ
る
少
年
非
行
を
め
ぐ
る
世
論
調
査
を
概
観
し
た
後
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
少
年
非
行
を
め
ぐ
る
世
論
調
査
を
概
観
す
る
。
そ
の
際
、
日
本
の
世
論
調
査
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
少
年
非
行
の
動
向
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二
号
と
の
異
同
を
確
認
し
な
が
ら
、
少
年
非
行
の
動
向
に
関
す
る
意
識
を
中
心
に
、
他
方
、
ア
メ
リ
カ
の
世
論
調
査
に
つ
い
て
は
、
世
論
が
望
む
非
行
少
年
に
対
す
る
法
制
度
を
探
る
こ
と
を
狙
っ
て
、
日
本
の
世
論
調
査
で
は
あ
ま
り
扱
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
非
行
少
年
に
対
す
る
処
遇
に
関
す
る
意
識
に
焦
点
を
当
て
る
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
問
題
点
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
少
年
非
行
を
め
ぐ
る
世
論
と
そ
の
調
査
の
意
義
を
検
討
し
た
い
。
一
　
日
本
に
お
け
る
少
年
非
行
を
め
ぐ
る
世
論
調
査
日
本
に
お
け
る
内
閣
府
に
よ
る
少
年
非
行
に
関
わ
る
世
論
調
査
は
、
過
去
数
回
行
わ
れ
て
い
以
下
で
は
、
そ
の
中
で
質
問
項
目
等
が
あ
る
程
度
共
通
し
て
い
る
平
成
一
〇
年
四
月
の
「
青
少
年
の
非
行
等
問
題
行
動
に
関
す
る
世
論
調
査
」、
平
成
一
三
年
一
一
月
の
「
少
年
非
行
問
題
等
に
関
す
る
世
論
調
査
」、
平
成
一
七
年
一
月
の
「
少
年
非
行
等
に
関
す
る
世
論
調
査
」、
平
成
二
二
年
一
一
月
の
「
少
年
非
行
に
関
す
る
世
論
調
査
」
及
び
平
成
二
七
年
七
月
の
「
少
年
非
行
に
関
す
る
世
論
調
査
」
を
概
観
し
、
少
年
非
行
に
関
す
る
世
論
の
動
向
を
探
ま
た
、
世
論
と
現
実
の
少
年
非
行
の
動
向
と
の
異
同
等
を
確
認
で
き
る
よ
う
、
少
年
非
行
の
動
向
も
概
観
す
る
。
一
方
、
内
閣
府
は
「
社
会
意
識
に
関
す
る
世
論
調
査
」
に
お
い
て
、
日
本
の
国
や
国
民
に
つ
い
て
誇
り
に
思
う
こ
と
を
尋
ね
て
お
り
、
そ
の
質
問
に
対
す
る
回
答
選
択
肢
の
中
に
、「
治
安
の
よ
さ
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
調
査
に
お
い
て
、
日
本
が
良
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
点
及
び
悪
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
点
を
尋
ね
て
お
り
、
こ
の
質
問
（
２
）
る
。
（
３
）
る
。
に
対
す
る
回
答
選
択
肢
の
中
に
「
治
安
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
質
問
は
特
に
少
年
非
行
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
く
成
人
も
含
め
た
犯
罪
に
つ
い
て
の
世
論
の
動
向
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
少
年
非
行
に
関
す
る
世
論
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
こ
の
「
社
会
意
識
に
関
す
る
世
論
調
査
」
中
、
治
安
に
つ
い
て
の
回
答
も
取
り
上
げ
（
一
）
少
年
非
行
の
動
向
法
務
省
法
務
総
合
研
究
所
が
毎
年
発
行
す
る
『
犯
罪
白
書
』
に
よ
る
と
、
少
年
非
行
は
全
体
的
に
減
少
傾
向
に
あ
る
。
少
年
に
よ
る
刑
法
犯
の
検
挙
人
員
は
、
昭
和
五
八
年
の
い
わ
ゆ
る
少
年
非
行
の
第
三
の
波
を
ピ
ー
ク
に
平
成
に
入
っ
て
も
減
少
を
続
け
、
平
成
七
年
に
は
少
年
非
行
の
第
二
の
波
以
来
最
少
で
あ
っ
た
昭
和
五
一
年
と
同
程
度
ま
で
減
少
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
一
〇
年
に
二
二
万
一
四
一
〇
人
ま
で
増
加
し
た
も
の
の
、
以
後
減
少
傾
向
が
続
き
、
平
成
二
五
年
に
は
戦
後
最
小
で
あ
っ
た
昭
和
二
二
年
と
同
程
度
の
九
万
四
一
三
人
に
減
少
し
て
い
少
子
化
傾
向
に
鑑
み
れ
ば
、
少
年
に
よ
る
刑
法
犯
の
検
挙
人
員
の
減
少
は
当
然
の
こ
と
と
も
言
え
、
ま
た
、
検
挙
人
員
は
検
挙
率
の
影
響
も
受
け
る
の
で
、
検
挙
人
員
の
み
で
少
年
事
件
の
減
少
傾
向
を
断
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
刑
法
犯
で
検
挙
さ
れ
た
少
年
の
人
口
比
を
み
て
も
、
そ
の
傾
向
は
検
挙
人
員
の
増
減
傾
向
と
同
様
の
動
き
を
見
せ
て
お
り
、
平
成
に
入
っ
て
か
ら
の
ピ
ー
ク
は
平
成
一
五
年
の
十
万
人
当
た
り
一
五
五
二
・
九
人
と
、
検
挙
人
員
の
ピ
ー
ク
よ
り
も
遅
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
減
少
し
続
け
、
平
成
二
（
４
）
る
。
（
５
）
る
。
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五
年
に
は
十
万
人
当
た
り
七
六
三
・
八
人
と
、
昭
和
三
〇
年
代
前
半
の
水
準
に
ま
で
低
下
し
ま
た
、
昭
和
三
二
年
以
降
初
め
て
、
少
年
人
口
比
が
成
人
人
口
比
を
下
回
っ
刑
法
犯
か
ら
自
動
車
運
転
過
失
致
死
傷
等
を
除
い
た
一
般
刑
法
犯
だ
け
を
み
て
も
、
同
様
の
傾
向
が
あ
一
方
、
い
わ
ゆ
る
凶
悪
犯
と
さ
れ
る
殺
人
・
強
盗
の
少
年
の
検
挙
人
員
の
推
移
を
み
る
と
、
殺
人
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
〇
年
代
ま
で
三
百
人
位
で
推
移
し
た
後
、
昭
和
五
〇
年
代
以
降
百
人
を
切
る
人
数
で
推
移
し
て
お
り
、
平
成
二
五
年
は
五
六
人
で
あ
っ
昭
和
五
〇
年
代
以
降
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
増
減
は
な
い
が
、
全
体
的
に
は
減
少
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
強
盗
の
検
挙
人
員
に
は
増
減
が
み
ら
れ
る
。
戦
後
間
も
な
く
三
千
人
か
ら
四
千
人
ほ
ど
で
あ
っ
た
時
期
も
あ
る
が
、
少
年
非
行
の
第
二
の
波
前
後
の
昭
和
三
〇
年
代
半
ば
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
一
千
人
を
切
る
水
準
が
続
い
て
い
た
。
そ
の
後
、
平
成
五
年
こ
ろ
か
ら
増
加
し
始
め
、
平
成
九
年
か
ら
平
成
一
五
年
ま
で
二
千
人
近
く
と
高
止
ま
り
し
て
い
た
も
の
の
、
減
少
に
転
じ
、
平
成
二
五
年
は
五
七
三
人
と
、
最
低
水
準
で
あ
っ
た
昭
和
五
〇
年
代
前
半
と
同
程
度
と
な
っ
て
い
（
二
）
少
年
非
行
に
関
す
る
世
論
調
査
内
閣
府
に
よ
る
少
年
非
行
に
関
す
る
世
論
調
査
に
は
多
様
な
質
問
事
項
が
含
ま
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
実
際
の
少
年
非
行
の
動
向
と
世
論
に
お
け
る
そ
れ
に
関
す
る
意
識
と
の
異
同
を
確
認
す
る
た
め
、
少
年
非
行
の
動
向
に
つ
い
て
の
意
識
が
表
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
、
少
年
に
よ
る
重
大
な
事
件
の
増
（
６
）
た
。（
７
）
た
。
（
８
）
る
。
（
９
）
た
。
（
　
）
１０る
。
減
傾
向
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
回
答
、
増
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
少
年
非
行
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
回
答
、
社
会
的
に
問
題
だ
と
思
う
少
年
非
行
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
回
答
及
び
周
囲
で
実
際
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
少
年
非
行
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
回
答
を
取
り
上
げ
る
。
①
少
年
に
よ
る
重
大
な
事
件
の
動
向
世
論
調
査
は
、
少
年
に
よ
る
重
大
な
事
件
の
増
減
傾
向
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
。
各
世
論
調
査
に
お
け
る
質
問
の
文
言
等
に
若
干
の
相
違
が
あ
る
。
ま
た
、
重
大
な
事
件
が
ど
の
よ
う
な
罪
の
事
件
で
あ
る
か
が
定
義
さ
れ
て
お
ら
ず
回
答
者
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
単
純
か
つ
正
確
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
全
般
的
な
傾
向
は
み
て
と
れ
る
で
あ
ろ
一
〇
年
調
査
に
お
い
て
少
年
に
よ
る
重
大
な
事
件
が
「
か
な
り
増
え
て
い
る
」
と
「
あ
る
程
度
増
え
て
い
る
」
を
合
わ
せ
て
増
え
て
い
る
と
す
る
者
の
割
合
は
、
九
四
・
三
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
割
合
は
、
最
新
の
二
七
年
調
査
で
七
八
・
六
％
と
な
っ
て
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
少
年
に
よ
る
重
大
な
事
件
が
増
加
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
回
答
者
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。
増
え
て
い
る
と
す
る
者
の
割
合
を
「
か
な
り
増
え
て
い
る
」
と
す
る
者
の
割
合
と
「
あ
る
程
度
増
え
て
い
る
」
と
す
る
者
の
割
合
と
に
分
け
る
と
、
「
か
な
り
増
え
て
い
る
」
と
す
る
者
の
割
合
は
一
〇
年
調
査
に
お
い
て
六
九
・
九
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
全
体
的
に
は
減
少
傾
向
が
続
き
、
二
七
年
調
査
に
お
い
て
四
二
・
三
％
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
あ
る
程
度
増
え
て
い
る
」
と
す
る
者
の
割
合
は
、
一
〇
年
調
査
に
お
い
て
二
四
・
四
％
で
あ
っ
た
（
　
）
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も
の
が
、
二
七
年
調
査
で
三
六
・
三
％
と
な
り
、
漸
増
傾
向
に
あ
る
。
一
方
、
減
っ
て
い
る
と
す
る
者
の
割
合
は
、
一
〇
年
調
査
か
ら
一
七
年
調
査
ま
で
一
％
未
満
で
あ
っ
た
が
、
二
二
年
調
査
に
お
い
て
三
・
〇
％
と
若
干
の
上
昇
を
み
せ
、
二
七
年
調
査
に
お
い
て
も
二
・
五
％
と
な
っ
て
い
「
変
わ
ら
な
い
」
と
す
る
者
の
割
合
は
一
〇
年
調
査
か
ら
一
七
年
調
査
ま
で
お
よ
そ
四
％
で
あ
っ
た
が
、
二
二
年
調
査
に
お
い
て
一
八
・
七
％
に
上
昇
し
、
二
七
年
調
査
で
も
一
六
・
八
％
と
同
程
度
の
割
合
を
維
持
し
て
い
②
増
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
少
年
非
行
世
論
調
査
は
、
ど
の
よ
う
な
少
年
非
行
が
増
え
て
い
る
と
思
う
か
を
複
数
回
答
で
尋
ね
て
い
①
で
述
べ
た
よ
う
に
、
世
論
調
査
が
少
年
に
よ
る
重
大
な
事
件
の
増
減
傾
向
に
つ
い
て
尋
ね
、
多
数
の
回
答
者
が
増
加
し
て
い
る
と
回
答
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
選
択
肢
の
な
か
で
も
「
凶
悪
・
粗
暴
化
し
た
」
非
行
を
み
て
み
る
。
一
三
年
調
査
で
こ
の
選
択
肢
を
選
択
し
た
回
答
者
の
割
合
は
五
三
・
二
％
で
あ
り
、
一
七
年
調
査
で
六
〇
・
一
％
ま
で
上
昇
し
た
。
そ
の
後
は
減
少
し
、
二
七
年
調
査
で
は
四
五
・
九
％
に
な
っ
て
い
る
。
③
社
会
的
に
み
て
問
題
だ
と
思
う
少
年
非
行
世
論
調
査
は
、
広
く
社
会
的
に
み
て
問
題
だ
と
思
う
こ
と
を
複
数
回
答
で
質
問
し
て
い
こ
こ
で
は
、
比
較
的
選
択
し
た
者
の
割
合
が
高
か
っ
た
、
刃
物
な
ど
を
使
っ
た
殺
傷
事
件
、
さ
さ
い
な
こ
と
に
腹
を
立
て
て
暴
力
を
振
る
う
、
薬
物
の
乱
用
、
援
助
交
際
な
ど
の
性
的
非
行
及
び
い
じ
め
の
選
択
肢
を
取
り
上
げ
る
。
一
〇
年
調
査
で
刃
物
な
ど
を
使
っ
た
殺
傷
事
件
を
選
択
し
た
回
答
者
の
割
（
　
）
１２る
。
（
　
）
１３る
。
（
　
）
１４る
。
（
　
）
１５る
。
合
は
八
二
・
四
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
そ
の
後
減
少
傾
向
に
あ
り
、
二
七
年
調
査
で
四
二
・
四
％
と
な
っ
た
。
薬
物
乱
用
及
び
援
助
交
際
な
ど
の
性
的
非
行
を
選
択
し
た
回
答
者
の
割
合
も
一
〇
年
調
査
に
お
い
て
最
も
高
く
（
各
々
六
三
・
九
％
と
五
二
・
一
％
）、
そ
の
後
減
少
傾
向
に
あ
る
（
二
七
年
調
査
で
は
、
各
々
三
六
・
一
％
と
一
六
・
九
％
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
さ
さ
い
な
こ
と
に
腹
を
立
て
て
振
る
う
暴
力
に
つ
い
て
は
、
先
に
挙
げ
た
三
つ
の
選
択
肢
ほ
ど
に
は
選
択
し
た
回
答
者
の
割
合
の
減
少
は
見
ら
れ
な
い
（
最
も
低
率
な
一
三
年
調
査
の
三
五
・
二
％
か
ら
最
も
高
率
な
二
二
年
調
査
の
四
八
・
八
一
方
、
一
〇
年
調
査
で
い
じ
め
を
選
択
し
た
回
答
者
の
割
合
は
六
九
・
一
％
で
あ
っ
た
も
の
が
一
三
年
調
査
及
び
一
七
年
調
査
と
連
続
し
て
減
少
し
て
三
二
・
九
％
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
上
昇
し
て
二
七
年
調
査
で
は
五
三
・
五
％
と
な
っ
た
。
④
実
際
に
周
囲
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
少
年
非
行
こ
こ
で
は
、
最
初
に
、
③
で
述
べ
た
社
会
的
に
み
て
問
題
で
あ
る
と
思
う
少
年
非
行
で
比
較
的
回
答
の
割
合
が
高
か
っ
た
選
択
肢
を
み
て
い
く
。
刃
物
な
ど
を
使
っ
た
殺
傷
事
件
を
選
択
し
た
者
の
割
合
は
五
％
前
後
で
、
さ
さ
い
な
こ
と
に
腹
を
立
て
て
暴
力
を
振
る
う
は
一
五
％
前
後
で
、
薬
物
乱
用
及
び
援
助
交
際
な
ど
の
性
的
非
行
は
五
％
前
後
で
、
い
じ
め
は
一
五
％
か
ら
二
〇
％
ほ
ど
の
間
で
推
移
し
て
い
社
会
的
に
み
て
問
題
と
思
わ
れ
る
非
行
に
関
し
て
は
、
刃
物
な
ど
を
使
っ
た
殺
傷
事
件
、
薬
物
乱
用
及
び
援
助
交
際
な
ど
の
性
的
非
行
を
選
択
し
た
回
答
者
の
割
合
は
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
実
際
に
周
囲
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
非
行
と
し
て
尋
ね
ら
れ
た
場
合
、
（
　
）
１６％
）。
（
　
）
１７る
。
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こ
れ
ら
の
非
行
を
選
択
し
た
回
答
者
の
割
合
に
大
幅
な
減
少
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
い
じ
め
は
、
社
会
的
に
み
て
問
題
と
す
る
非
行
を
尋
ね
ら
れ
た
場
合
に
、
こ
れ
を
選
択
し
た
回
答
者
の
割
合
が
一
旦
減
少
し
た
も
の
の
、
二
二
年
調
査
及
び
二
七
年
調
査
で
上
昇
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
周
囲
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
非
行
と
し
て
尋
ね
ら
れ
た
場
合
、
選
択
し
た
回
答
者
の
割
合
は
、
社
会
的
に
み
て
問
題
と
す
る
非
行
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
回
答
で
見
ら
れ
た
ほ
ど
の
増
加
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
選
択
し
た
者
の
割
合
の
減
少
が
み
ら
れ
る
選
択
肢
は
、
喫
煙
、
飲
酒
、
家
出
、
深
夜
は
い
か
い
な
ど
の
不
良
行
為
で
あ
こ
の
選
択
肢
を
選
択
し
た
回
答
者
の
割
合
は
、
一
三
年
調
査
に
お
い
て
二
三
・
八
％
で
あ
っ
た
も
の
が
減
少
傾
向
が
続
き
、
二
七
年
調
査
に
お
い
て
一
二
・
〇
％
と
な
っ
た
。
一
方
、「
特
に
な
い
」
と
す
る
回
答
者
の
割
合
は
、
一
〇
年
調
査
に
お
い
て
七
一
・
八
％
と
比
較
的
高
か
っ
た
が
、
一
三
年
調
査
で
三
一
・
八
％
に
落
ち
込
ん
だ
後
上
昇
し
、
二
七
年
調
査
で
四
三
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
⑤
少
年
非
行
に
関
す
る
世
論
調
査
か
ら
み
え
る
傾
向
（
一
）
で
み
た
と
お
り
、
本
稿
で
扱
っ
た
少
年
非
行
に
関
す
る
世
論
調
査
の
期
間
中
、
少
年
非
行
は
全
体
的
に
減
少
傾
向
に
あ
る
。
罪
名
別
に
み
る
と
、
殺
人
で
検
挙
さ
れ
た
少
年
の
人
員
は
緩
や
か
な
減
少
傾
向
に
あ
る
。
強
盗
で
検
挙
さ
れ
た
少
年
の
人
員
は
、
平
成
五
年
こ
ろ
か
ら
増
加
し
始
め
、
平
成
九
年
か
ら
平
成
一
五
年
ま
で
高
い
水
準
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
は
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
（
　
）
１８る
。
一
方
、
少
年
に
よ
る
重
大
な
事
件
の
傾
向
を
尋
ね
る
世
論
調
査
の
質
問
に
対
す
る
回
答
を
み
る
と
、
一
〇
年
調
査
か
ら
一
七
年
調
査
ま
で
九
〇
％
を
超
え
る
回
答
者
が
増
え
て
い
る
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
減
少
を
始
め
て
い
る
。
ま
た
、
増
え
て
い
る
と
思
う
少
年
非
行
の
類
型
と
し
て
、
凶
悪
・
粗
暴
化
し
た
も
の
を
選
択
し
た
回
答
者
の
割
合
も
、
一
七
年
調
査
か
ら
二
二
年
調
査
及
び
二
七
年
調
査
に
か
け
て
減
少
し
て
い
る
。
調
査
に
お
い
て
定
義
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
回
答
者
が
「
少
年
に
よ
る
重
大
な
事
件
」
ま
た
は
「
凶
悪
・
粗
暴
化
」
し
た
も
の
と
し
て
ど
の
よ
う
な
罪
を
念
頭
に
置
い
て
回
答
し
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
平
成
九
年
か
ら
平
成
一
五
年
ま
で
高
い
水
準
に
あ
っ
た
も
の
が
、
そ
の
後
減
少
を
始
め
た
強
盗
で
検
挙
さ
れ
た
少
年
の
人
員
の
動
向
に
鑑
み
る
と
、
少
し
時
間
差
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
少
年
に
よ
る
重
大
な
事
件
の
傾
向
に
つ
い
て
の
意
識
は
、
強
盗
で
検
挙
さ
れ
た
少
年
の
人
員
の
動
向
を
後
追
い
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
も
っ
と
も
、
少
年
に
よ
る
重
大
な
事
件
の
傾
向
に
関
す
る
質
問
へ
の
回
答
に
お
い
て
、
減
少
し
て
い
る
と
す
る
者
の
割
合
は
依
然
と
し
て
か
な
り
小
さ
い
一
方
、
増
え
て
い
る
と
す
る
者
の
全
体
の
割
合
は
減
少
し
な
が
ら
、
そ
の
中
で
あ
る
程
度
増
え
て
い
る
と
す
る
者
の
割
合
は
微
増
・
漸
増
傾
向
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
犯
罪
白
書
』
の
統
計
に
照
ら
し
て
み
る
限
り
、
世
論
の
傾
向
は
実
際
の
少
年
に
よ
る
非
行
の
動
向
を
必
ず
し
も
反
映
し
て
い
な
い
。
世
論
調
査
に
お
い
て
少
年
に
よ
る
重
大
な
事
件
が
増
え
て
い
る
と
す
る
者
の
割
合
が
減
少
傾
向
に
あ
る
の
と
同
様
、
刃
物
な
ど
を
使
っ
た
殺
傷
事
件
を
社
会
的
に
み
て
問
題
だ
と
す
る
者
の
割
合
も
減
少
傾
向
に
あ
る
。
刃
物
な
ど
─　　─
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二
号
を
使
っ
た
殺
傷
事
件
が
実
際
に
周
囲
で
起
き
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
す
る
者
の
割
合
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
増
減
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
少
年
に
よ
る
重
大
な
事
件
の
傾
向
に
つ
い
て
の
意
識
は
、
そ
う
し
た
事
件
に
つ
い
て
の
実
際
の
経
験
に
は
依
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
少
年
に
よ
る
重
大
な
事
件
は
一
般
に
大
き
く
報
道
さ
れ
る
と
予
測
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
報
道
の
在
り
方
が
少
年
に
よ
る
重
大
な
事
件
に
つ
い
て
の
意
識
に
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
と
予
想
さ
れ
ま
た
、
実
際
に
周
囲
で
起
き
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
非
行
と
し
て
、
飲
酒
、
喫
煙
、
家
出
、
深
夜
は
い
か
い
な
ど
の
不
良
行
為
を
選
択
す
る
者
の
割
合
が
減
少
す
る
一
方
、「
特
に
な
い
」
を
選
択
す
る
者
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
点
を
み
る
と
、
少
年
に
よ
る
重
大
な
事
件
の
傾
向
に
つ
い
て
の
意
識
は
、
実
際
に
周
囲
で
起
き
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
少
年
に
よ
る
行
為
、
な
か
で
も
必
ず
し
も
少
年
法
が
適
用
さ
れ
る
非
行
行
為
で
は
な
い
、
そ
の
前
段
階
に
と
ど
ま
る
不
良
行
為
の
経
験
の
有
無
も
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
（
三
）
社
会
意
識
に
関
す
る
世
論
調
査
に
み
る
治
安
に
つ
い
て
の
意
識
こ
こ
で
は
、
少
年
非
行
に
関
す
る
世
論
と
治
安
一
般
に
関
す
る
世
論
と
の
異
同
を
確
認
す
る
た
め
、
内
閣
府
の
「
社
会
意
識
に
関
す
る
世
論
調
査
」
の
中
で
、
治
安
（
の
よ
さ
）
が
回
答
の
選
択
肢
に
含
ま
れ
る
質
問
に
対
す
る
回
答
の
動
向
を
確
認
す
る
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
治
安
一
般
に
関
す
る
世
論
と
実
際
の
犯
罪
の
動
向
と
の
乖
離
の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
、
成
人
も
含
め
た
犯
罪
の
動
向
を
概
観
す
る
。
（
　
）
１９る
。
（
　
）
２０る
。
①
犯
罪
の
動
向
『
犯
罪
白
書
』
に
よ
り
刑
法
犯
の
認
知
件
数
を
み
る
と
、
平
成
九
年
こ
ろ
か
ら
増
加
し
始
め
、
平
成
一
四
年
に
約
三
百
七
十
万
件
の
最
多
件
数
を
記
録
し
た
。
そ
の
後
減
少
し
て
平
成
二
五
年
に
二
百
万
件
を
切
り
、
昭
和
五
〇
年
代
半
ば
か
ら
六
〇
年
代
の
水
準
と
な
っ
自
動
車
運
転
過
失
致
死
傷
等
を
除
く
刑
法
犯
も
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
、
平
成
一
四
年
に
ピ
ー
ク
を
記
録
し
た
後
減
少
し
、
平
成
二
五
年
は
約
百
三
十
万
件
と
、
昭
和
五
〇
年
代
半
ば
の
水
準
ま
で
減
少
し
一
方
、
さ
ら
に
窃
盗
を
除
い
た
一
般
刑
法
犯
は
、
全
体
の
認
知
件
数
の
ピ
ー
ク
よ
り
も
少
し
遅
れ
て
平
成
一
六
年
に
約
五
八
万
件
の
最
多
件
数
を
記
録
し
た
。
そ
の
後
減
少
傾
向
が
続
い
て
平
成
二
五
年
に
約
三
三
万
件
と
な
っ
た
が
、
刑
法
犯
全
体
の
動
向
及
び
自
動
車
運
転
過
失
致
死
傷
等
を
除
く
刑
法
犯
の
動
向
と
は
異
な
り
、
件
数
が
少
な
か
っ
た
昭
和
五
〇
年
代
半
ば
の
水
準
に
ま
で
は
低
下
せ
ず
、
比
較
的
件
数
の
高
か
っ
た
昭
和
三
〇
年
代
と
同
程
度
で
あ
②
治
安
に
関
す
る
意
識
内
閣
府
に
よ
る
「
社
会
意
識
に
関
す
る
調
査
」
中
、
回
答
選
択
肢
に
治
安
（
の
よ
さ
）
が
含
ま
れ
て
い
る
、
日
本
の
国
や
国
民
に
つ
い
て
誇
り
に
思
う
こ
と
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
回
答
、
日
本
が
良
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
思
う
分
野
及
び
悪
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
思
う
分
野
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
す
る
回
答
を
み
て
い
「
日
本
の
国
や
国
民
に
つ
い
て
、
誇
り
に
思
う
こ
と
」
に
関
す
る
質
問
に
対
し
て
「
治
安
の
よ
さ
」
を
選
択
し
た
（
複
数
回
答
）
者
の
割
合
は
、
七
年
調
（
　
）
２１た
。
（
　
）
２２た
。（
　
）
２３る
。
（
　
）
２４く
。
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査
か
ら
一
〇
年
調
査
ま
で
三
〇
％
か
ら
四
〇
％
程
度
と
比
較
的
高
か
っ
た
が
、
そ
の
後
減
少
し
、
一
七
年
調
査
で
一
八
・
〇
％
ま
で
低
下
し
た
。
そ
こ
か
ら
上
昇
を
続
け
、
二
七
年
調
査
で
過
去
二
〇
年
間
で
最
高
の
五
六
・
八
％
と
な
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
、
日
本
が
良
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
思
う
分
野
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
回
答
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
質
問
に
対
す
る
回
答
で
「
治
安
」
を
選
択
し
た
者
の
割
合
は
、
七
年
調
査
か
ら
九
年
調
査
ま
で
二
〇
％
台
を
維
持
し
た
が
、
そ
の
後
減
少
し
、
一
六
年
調
査
及
び
一
七
年
調
査
に
お
い
て
最
低
の
四
・
二
％
に
低
下
し
た
。
そ
こ
か
ら
上
昇
し
始
め
、
平
成
二
七
年
調
査
で
一
八
・
九
％
と
一
〇
年
調
査
の
水
準
に
回
復
し
た
。
逆
に
、
悪
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
分
野
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
て
治
安
と
回
答
し
た
者
の
割
合
は
、
七
年
調
査
の
三
二
・
四
％
か
ら
一
〇
年
調
査
の
一
八
・
八
％
ま
で
一
旦
減
少
し
た
後
増
加
を
は
じ
め
、
一
七
年
調
査
に
お
い
て
最
高
の
四
七
・
九
％
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
減
少
し
始
め
二
七
年
調
査
で
一
七
・
五
％
と
、
一
〇
年
調
査
と
同
程
度
に
ま
で
低
下
し
て
い
る
。
③
治
安
に
関
す
る
世
論
調
査
か
ら
み
え
る
傾
向
①
で
み
た
通
り
、
成
人
も
含
め
た
刑
法
犯
の
認
知
件
数
は
平
成
九
年
こ
ろ
か
ら
増
加
し
始
め
、
平
成
一
四
年
に
ピ
ー
ク
を
記
録
し
た
後
減
少
し
始
め
た
。
世
論
調
査
に
お
い
て
誇
り
に
思
う
こ
と
に
関
す
る
質
問
に
対
し
て
治
安
の
よ
さ
を
選
択
し
た
者
の
割
合
や
良
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
分
野
と
し
て
治
安
を
選
択
し
た
者
の
割
合
が
平
成
一
七
年
に
底
を
打
っ
た
後
上
昇
し
始
め
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
治
安
に
関
す
る
意
識
は
、
少
し
の
時
間
を
お
い
て
、
犯
罪
の
動
向
に
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
全
体
の
認
知
件
数
か
ら
自
動
車
運
転
過
失
致
死
傷
等
及
び
窃
盗
を
除
い
た
一
般
刑
法
犯
の
認
知
件
数
の
ピ
ー
ク
は
平
成
一
六
年
で
あ
り
、
治
安
に
関
す
る
意
識
の
改
善
ま
で
の
時
間
的
間
隔
が
短
期
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
治
安
に
関
す
る
意
識
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
は
、
重
大
な
犯
罪
の
動
向
で
は
な
く
て
比
較
的
軽
微
な
窃
盗
な
ど
の
動
向
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
全
体
の
認
知
件
数
か
ら
自
動
車
運
転
過
失
致
死
傷
等
及
び
窃
盗
を
除
い
た
一
般
刑
法
犯
の
認
知
件
数
が
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
平
成
二
五
年
に
至
っ
て
も
平
成
七
年
か
ら
一
〇
年
よ
り
も
高
い
水
準
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
誇
り
に
思
う
こ
と
と
し
て
「
治
安
の
よ
さ
」
を
選
択
し
た
者
の
割
合
が
、
二
二
年
調
査
以
降
、
七
年
調
査
か
ら
一
〇
年
調
査
ま
で
の
水
準
を
超
え
て
上
昇
し
続
け
て
い
る
一
方
で
、
良
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
分
野
と
し
て
治
安
を
選
択
し
た
者
の
割
合
は
二
七
年
調
査
に
至
っ
て
も
七
年
調
査
か
ら
九
年
調
査
ま
で
の
水
準
を
回
復
し
て
い
な
い
こ
と
が
留
意
さ
れ
、
将
来
の
治
安
に
対
す
る
懸
念
は
な
お
解
消
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（
四
）
小
括
少
年
非
行
に
関
す
る
世
論
調
査
か
ら
み
て
と
れ
る
少
年
非
行
に
関
す
る
意
識
と
社
会
意
識
に
関
す
る
世
論
調
査
か
ら
み
て
と
れ
る
成
人
に
よ
る
犯
罪
を
含
め
た
治
安
全
体
に
対
す
る
意
識
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
少
し
時
間
の
ず
れ
が
あ
る
も
の
の
、
全
体
的
に
は
実
際
の
犯
罪
・
非
行
の
動
向
を
追
随
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
年
非
行
の
第
三
の
─　　─
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波
以
降
少
年
が
成
人
と
均
衡
し
、
ま
た
は
上
回
っ
て
い
た
少
年
の
一
般
刑
法
犯
の
検
挙
人
員
が
、
少
子
化
の
影
響
も
あ
っ
て
平
成
一
一
年
に
逆
転
し
、
成
人
を
か
な
り
下
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、
検
挙
人
員
の
人
口
比
を
み
て
も
、
刑
法
犯
で
は
成
人
に
比
し
て
高
か
っ
た
少
年
人
口
比
が
低
下
し
続
け
て
平
成
二
五
年
に
成
人
を
下
回
り
、
一
般
刑
法
犯
に
つ
い
て
も
成
人
人
口
比
が
比
較
的
安
定
傾
向
に
あ
る
の
に
対
し
て
少
年
人
口
比
は
平
成
一
六
年
か
ら
大
き
く
低
下
し
て
い
る
。
世
論
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
成
人
に
よ
る
犯
罪
の
動
向
と
少
年
に
よ
る
非
行
の
動
向
の
相
違
や
特
徴
が
十
分
に
区
別
さ
れ
て
意
識
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
二
　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
少
年
非
行
に
関
す
る
世
論
調
査
以
下
で
は
、
比
較
的
近
時
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
少
年
非
行
に
関
す
る
世
論
調
査
を
取
り
上
げ
て
概
観
す
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
特
に
一
九
九
〇
年
代
、
少
年
法
の
適
用
年
齢
の
引
き
下
げ
や
成
人
の
刑
事
裁
判
所
へ
の
少
年
事
件
の
移
送
の
拡
大
を
通
じ
て
、
少
年
司
法
制
度
が
厳
罰
化
さ
れ
た
。
し
か
し
、
近
時
の
世
論
調
査
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
市
民
は
少
年
非
行
に
関
す
る
統
計
の
数
値
の
増
減
に
関
わ
ら
ず
少
年
非
行
が
増
え
て
い
る
、
と
考
え
る
傾
向
に
あ
る
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
も
、
必
ず
し
も
少
年
に
対
す
る
厳
罰
を
望
ん
で
お
ら
ず
、
む
し
ろ
非
行
少
年
の
更
生
・
社
会
復
帰
を
強
く
支
持
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
さ
れ
て
き
た
。
（
一
）C
enter
for
C
hildren’s
Law
and
P
olicy
に
よ
る
世
論
調
査
C
enter
for
C
hildren’s
Law
and
Policy
は
、
二
〇
〇
七
年
、
全
国
の
五
百
人
の
一
八
歳
以
上
の
者
並
び
に
イ
リ
ノ
イ
州
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
及
び
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
三
百
人
の
一
八
歳
以
上
の
者
を
対
象
に
、
少
年
非
行
に
関
す
る
電
話
調
査
を
実
施
し
「
犯
罪
を
犯
し
た
少
年
は
、
成
長
し
て
よ
り
良
く
変
化
し
得
る
」
と
い
う
言
説
に
、
回
答
者
の
お
よ
そ
九
割
が
、
あ
る
程
度
ま
た
は
か
な
り
賛
同
し
ま
た
、
回
答
者
の
お
よ
そ
八
割
が
、「
州
政
府
が
少
年
犯
罪
者
の
収
容
に
充
て
て
い
る
予
算
を
、
少
年
犯
罪
者
の
た
め
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
教
育
及
び
職
業
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
振
り
向
け
る
こ
と
」
に
あ
る
程
度
ま
た
は
か
な
り
の
程
度
賛
成
し
犯
罪
を
行
っ
た
少
年
を
更
生
さ
せ
る
の
に
効
果
的
な
方
法
に
関
す
る
質
問
に
対
し
て
、
中
等
教
育
の
支
援
、
職
業
訓
練
、
施
設
出
所
・
出
院
後
の
指
導
、
精
神
衛
生
に
関
わ
る
処
遇
、
家
族
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
成
人
に
よ
る
指
導
、
社
会
奉
仕
活
動
を
非
常
に
効
果
的
で
あ
る
と
回
答
し
た
者
の
割
合
は
五
割
を
超
え
、
あ
る
程
度
効
果
的
で
あ
る
と
回
答
し
た
者
も
合
わ
せ
る
と
九
割
程
度
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
成
人
施
設
へ
の
収
容
を
非
常
に
効
果
的
と
回
答
し
た
者
の
割
合
は
一
〇
％
に
、
あ
る
程
度
効
果
的
で
あ
る
と
の
回
答
を
合
わ
せ
て
も
三
〇
％
に
満
た
ず
、
少
年
施
設
へ
の
収
容
を
非
常
に
効
果
的
と
回
答
し
た
者
の
割
合
も
一
五
％
に
、
あ
る
程
度
効
果
的
で
あ
る
と
の
回
答
を
合
わ
せ
て
も
六
割
程
度
と
、
他
の
方
法
に
関
す
る
回
答
と
大
き
な
差
が
現
れ
（
　
）
２５た
。
（
　
）
２６た
。
（
　
）
２７た
。
（
　
）
２８た
。
─　　─
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七
ア
メ
リ
カ
の
少
年
非
行
を
め
ぐ
る
世
論
調
査
（
山
﨑
）
他
方
、
回
答
者
の
八
割
が
、
犯
罪
を
行
っ
た
少
年
に
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
負
う
よ
う
求
め
る
一
方
で
、
少
年
司
法
制
度
が
自
己
の
行
為
に
対
す
る
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
少
年
に
教
え
る
こ
と
に
十
分
に
焦
点
を
当
て
て
い
な
い
、
と
回
答
し
（
二
）Steinberg
及
びP
iquero
に
よ
る
世
論
調
査
Steinberg
及
びPiquero
は
、
二
〇
〇
七
年
、M
acA
rthur
Foundation
Research
N
etw
ork
on
A
dolescent
D
evelopm
ent
and
Juvenile
Justice
の
支
援
を
受
け
て
、
イ
リ
ノ
イ
州
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
及
び
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
四
州
に
お
い
て
、
一
八
歳
以
上
の
者
、
各
州
約
五
百
人
、
計
約
二
千
人
を
対
象
に
、
少
年
非
行
（
特
に
強
盗
等
の
重
大
非
行
）
に
関
す
る
電
話
調
査
を
実
施
し
彼
ら
は
、
仮
想
評
価
法
を
用
い
て
調
査
し
た
。
対
象
者
の
半
数
は
更
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
の
、
残
る
半
数
は
施
設
収
容
期
間
の
延
長
の
た
め
の
、
担
税
意
思
（
金
額
）
を
尋
ね
ら
れ
た
（
以
下
、
前
者
を
「
更
生
グ
ル
ー
プ
」、
後
者
を
「
収
容
グ
ル
ー
プ
」
と
い
回
答
選
択
肢
の
中
で
最
低
金
額
で
あ
っ
た
年
間
五
〇
ド
ル
の
負
担
も
し
な
い
、
と
回
答
し
た
者
の
割
合
は
、
更
生
グ
ル
ー
プ
の
約
三
割
に
対
し
て
、
収
容
グ
ル
ー
プ
で
は
約
四
割
で
あ
っ
ま
た
、
支
出
す
る
意
思
の
あ
る
平
均
金
額
は
、
更
生
グ
ル
ー
プ
の
九
八
・
四
九
ド
ル
に
対
し
て
、
収
容
グ
ル
ー
プ
は
八
三
・
五
二
ド
ル
で
あ
っ
更
生
グ
ル
ー
プ
の
方
が
、
収
容
グ
ル
ー
プ
よ
り
も
担
税
意
思
を
有
す
る
者
の
割
合
が
高
く
、
か
つ
、
支
出
す
る
意
思
の
あ
る
平
均
金
額
も
高
か
っ
た
。
（
　
）
２９た
。
（
　
）
３０た
。
（
　
）
３１う
。）
（
　
）
３２た
。
（
　
）
３３た
。
（
三
）N
ationalC
ouncilon
C
rim
e
and
D
elinquency
に
よ
る
世
論
調
査
N
ationalC
ouncilon
C
rim
e
and
D
elinq
 
       
      
  
  
  
   
    uency
     
は
、
二
〇
〇
七
年
、
Zogby
International
に
少
年
非
行
に
関
す
る
世
論
調
査
の
実
施
を
委
託
し
調
査
は
、
全
国
の
一
八
歳
以
上
の
者
約
一
千
人
を
対
象
に
電
話
で
行
わ
れ
た
。
回
答
者
の
お
よ
そ
九
割
が
、
少
年
非
行
が
社
会
に
お
い
て
主
要
な
問
題
で
あ
る
と
の
言
説
に
同
意
し
て
少
年
非
行
へ
の
関
心
を
示
し
回
答
者
の
約
九
割
が
、
収
容
さ
れ
て
い
る
少
年
に
と
っ
て
更
生
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
及
び
処
遇
が
将
来
の
非
行
防
止
に
役
立
つ
、
と
の
言
説
に
賛
同
し
ま
た
、
回
答
者
の
約
八
割
が
、
少
年
司
法
制
度
内
で
の
更
生
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
が
長
期
的
に
み
れ
ば
節
税
と
な
る
、
と
の
言
説
に
賛
同
し
回
答
者
の
九
割
が
、
少
年
司
法
制
度
内
で
の
教
育
及
び
職
業
訓
練
並
び
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
及
び
薬
物
依
存
治
療
の
充
実
が
、
少
年
非
行
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
効
果
的
で
あ
る
と
回
答
し
一
方
、
一
八
歳
未
満
の
者
に
対
す
る
よ
り
厳
し
い
刑
罰
及
び
成
人
刑
事
司
法
制
度
に
お
け
る
訴
追
が
少
年
非
行
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
効
果
的
で
あ
る
と
回
答
し
た
者
の
割
合
は
、
各
々
約
七
割
で
あ
っ
ま
た
、
回
答
者
の
お
よ
そ
七
割
が
、
一
八
歳
未
満
の
者
の
成
人
施
設
へ
の
収
容
は
将
来
の
非
行
の
可
能
性
を
高
め
る
と
の
言
説
に
賛
同
し
、
成
人
施
設
へ
の
成
人
と
の
収
容
が
将
来
の
非
行
を
抑
止
す
る
と
の
言
説
及
び
一
八
歳
未
満
の
者
の
成
人
施
設
へ
の
収
容
に
反
対
し
加
え
て
、
回
答
者
の
七
割
近
く
が
、
一
八
歳
未
満
の
（
　
）
３４た
。
（
　
）
３５た
。（　
）
３６た
。
（
　
）
３７た
。
（
　
）
３８た
。
（
　
）
３９た
。
（
　
）
４０た
。
─　　─
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二
号
者
に
対
す
る
刑
事
有
罪
判
決
が
将
来
の
職
業
や
教
育
の
機
会
に
否
定
的
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
受
け
入
れ
難
い
、
と
回
答
し
他
方
、
少
年
司
法
制
度
が
少
年
非
行
の
防
止
に
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
、
と
の
言
説
に
は
、
回
答
者
の
お
よ
そ
六
割
が
反
対
し
て
い
（
四
）
フ
ロ
リ
ダ
州
立
大
学
犯
罪
学
・
刑
事
司
法
学
部
に
よ
る
世
論
調
査
フ
ロ
リ
ダ
州
立
大
学
犯
罪
学
・
刑
事
司
法
学
部
は
、
二
〇
〇
六
年
、
同
州
の
一
八
歳
以
上
の
者
約
千
三
百
人
を
対
象
に
、
少
年
非
行
に
関
す
る
電
話
に
よ
る
調
査
を
実
施
し
こ
の
調
査
は
、
対
象
者
に
、
①
少
年
司
法
の
廃
止
へ
の
賛
否
及
び
②
少
年
裁
判
所
の
適
当
な
管
轄
年
齢
に
つ
い
て
質
問
し
、
少
年
非
行
へ
の
意
識
を
調
べ
ま
た
、
そ
れ
ら
質
問
に
対
す
る
回
答
が
、
保
守
的
政
治
的
志
向
、
応
報
主
義
へ
の
支
持
及
び
刑
務
所
新
設
の
た
め
の
担
税
意
思
か
ら
明
ら
か
に
な
る
厳
罰
化
（gettough
）
志
向
、
暴
力
犯
罪
を
行
っ
た
少
年
犯
罪
者
の
更
生
可
能
性
に
関
す
る
考
え
、
被
収
容
者
の
教
育
支
援
の
た
め
の
担
税
意
思
及
び
子
ど
も
の
有
無
か
ら
明
ら
か
に
な
る
子
ど
も
擁
護
（child
saving
）
志
向
並
び
に
年
齢
、
性
別
及
び
人
種
・
民
族
、
教
育
水
準
及
び
収
入
水
準
、
宗
教
、
犯
罪
被
害
経
験
、
刑
事
司
法
制
度
に
関
わ
る
職
業
経
験
と
い
っ
た
要
素
と
関
連
し
て
い
る
か
否
か
を
分
析
し
回
答
者
の
八
割
が
、
少
年
司
法
制
度
の
廃
止
に
反
対
し
成
人
と
し
て
審
理
さ
れ
る
べ
き
下
限
年
齢
の
平
均
は
一
五
・
六
歳
で
あ
っ
た
が
、
一
四
歳
以
下
と
し
た
者
の
割
合
及
び
一
六
歳
以
上
（
一
六
歳
ま
た
は
一
七
歳
）
と
し
た
者
の
割
合
が
い
ず
れ
も
三
割
程
度
と
、
見
解
が
広
く
分
か
れ
回
答
者
（
　
）
４１た
。
（
　
）
４２る
。
（
　
）
４３た
。（
　
）
４４た
。
（
　
）
４５た
。（　
）
４６た
。（
　
）
４７た
。
の
六
割
強
（
保
守
的
政
治
志
向
を
有
す
る
者
で
も
五
七
％
）、
が
、
暴
力
犯
罪
を
犯
し
た
少
年
に
つ
い
て
も
更
生
可
能
性
を
認
め
保
守
的
な
政
治
志
向
及
び
応
報
主
義
の
支
持
が
回
答
と
関
連
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
志
向
・
主
義
を
有
す
る
者
は
少
年
司
法
制
度
の
廃
止
を
支
持
し
、
少
年
裁
判
所
の
管
轄
の
年
齢
と
し
て
よ
り
低
年
齢
を
挙
げ
ま
た
、
男
性
は
女
性
よ
り
も
少
年
司
法
制
度
の
廃
止
を
支
持
し
、
少
年
裁
判
所
の
管
轄
の
年
齢
と
し
て
よ
り
低
年
齢
を
挙
げ
加
え
て
、
少
年
司
法
制
度
の
廃
止
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
回
答
に
お
い
て
は
相
違
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
少
年
裁
判
所
の
管
轄
年
齢
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
回
答
に
お
い
て
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
以
外
の
白
人
、
高
い
教
育
水
準
を
有
す
る
者
及
び
被
害
経
験
を
有
す
る
者
が
よ
り
低
年
齢
を
挙
げ
る
と
い
う
差
異
が
現
れ
（
五
）B
uilding
blocks
for
Youth
に
よ
る
世
論
調
査
B
uilding
blocks
for
Youth
は
、
一
九
九
九
年
、
一
八
歳
以
上
の
者
約
二
千
人
を
対
象
に
全
国
的
な
世
論
調
査
を
実
施
し
た
ほ
か
、C
B
S
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
等
に
よ
る
過
去
の
世
論
調
査
を
分
析
し
全
国
的
に
少
年
非
行
率
は
減
少
し
て
き
て
い
た
が
、
回
答
者
の
六
二
％
が
、
少
年
非
行
が
増
加
し
て
い
る
と
回
答
し
少
年
非
行
が
増
加
し
て
い
る
と
の
認
識
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
回
答
者
の
九
〇
％
が
施
設
収
容
よ
り
も
予
防
及
び
更
生
を
支
持
し
、
そ
の
た
め
の
手
段
と
し
て
、
被
害
者
へ
の
賠
償
や
被
害
者
と
の
面
会
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
社
会
貢
献
活
動
等
を
支
持
す
る
回
答
者
が
多
か
っ
少
年
施
設
へ
の
収
容
が
少
（
　
）
４８た
。
（
　
）
４９た
。
（
　
）
５０た
。
（
　
）
５１た
。
（
　
）
５２た
。
（
　
）
５３た
。（
　
）
５４た
。
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年
の
更
生
に
非
常
に
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
回
答
者
は
一
五
％
で
あ
っ回
答
者
の
四
割
が
、
少
年
司
法
制
度
は
不
十
分
又
は
か
な
り
不
十
分
で
あ
る
と
評
価
し
、
非
行
少
年
に
寛
大
す
ぎ
て
行
為
に
対
す
る
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
課
し
て
お
ら
ず
、
少
年
を
更
生
さ
せ
て
い
な
い
、
と
考
え
て
い
そ
の
よ
う
な
少
年
司
法
制
度
へ
の
不
満
か
ら
、
少
年
に
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
課
す
こ
と
を
求
め
て
成
人
刑
事
裁
判
所
で
の
少
年
の
訴
追
へ
の
支
持
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
成
人
と
し
て
の
少
年
の
訴
追
の
結
果
（
成
人
施
設
へ
の
成
人
と
の
混
合
収
容
）
に
つ
い
て
の
理
解
は
十
分
で
な
ま
た
、
こ
の
調
査
は
、
市
民
が
統
計
に
よ
っ
て
説
得
さ
れ
に
く
い
こ
と
及
び
少
年
が
過
ち
を
犯
す
こ
と
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
と
い
っ
た
「
若
年
抗
弁
（youth
excuse
）」
を
支
持
し
な
い
こ
と
を
発
見
し
（
六
）P
iquero
ら
に
よ
る
世
論
調
査
Piquero
ら
は
、
二
〇
〇
五
年
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
の
一
八
歳
以
上
の
者
約
千
五
百
人
を
対
象
に
、
電
話
に
よ
る
世
論
調
査
を
実
施
し
Piquero
ら
は
、
少
年
の
社
会
復
帰
に
関
す
る
意
識
を
尋
ね
、
さ
ら
に
、
非
行
少
年
の
更
生
支
援
に
遅
す
ぎ
る
年
齢
が
あ
る
か
否
か
及
び
そ
の
年
齢
を
質
問
し
回
答
者
の
約
六
割
が
、
非
行
少
年
は
成
人
よ
り
も
寛
大
な
処
遇
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
と
の
言
説
に
賛
同
し
ま
た
、
回
答
者
の
約
四
分
の
三
が
、
少
年
が
成
人
よ
り
も
可
塑
性
が
高
い
と
の
言
説
及
び
少
年
が
成
人
施
設
に
収
容
さ
れ
た
場
合
に
は
再
犯
可
能
性
が
高
ま
る
と
の
言
説
に
賛
同
し
加
え
（
　
）
５５た
。
（
　
）
５６た
。
（
　
）
５７い
。
（
　
）
５８た
。
（
　
）
５９た
。
（
　
）
６０た
。
（
　
）
６１た
。
（
　
）
６２た
。
て
、
回
答
者
の
約
三
割
が
、
非
行
少
年
が
更
生
す
る
の
に
遅
す
ぎ
る
年
齢
は
な
い
と
の
言
説
に
賛
同
し
遅
す
ぎ
る
年
齢
が
あ
る
と
し
た
者
が
挙
げ
た
年
齢
の
平
均
は
一
七
・
九
歳
と
、
成
人
年
齢
で
あ
る
一
八
歳
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ女
性
、
年
長
者
、
高
い
教
育
水
準
を
有
す
る
者
及
び
居
住
地
域
は
治
安
が
良
い
と
認
識
し
て
い
る
者
は
、
少
年
の
更
生
を
支
持
す
る
傾
向
が
高
ま
た
、
女
性
、
子
ど
も
の
い
る
親
及
び
居
住
地
域
は
治
安
が
良
い
と
認
識
し
て
い
る
者
は
、
非
行
少
年
が
更
生
す
る
の
に
遅
す
ぎ
る
年
齢
は
な
い
と
回
答
す
る
傾
向
が
高
か
っ
更
生
す
る
の
に
遅
す
ぎ
る
年
齢
が
あ
る
と
回
答
し
た
者
の
う
ち
、
高
い
教
育
水
準
を
有
す
る
者
は
低
年
齢
を
挙
げ
る
傾
向
が
高
か
っ
一
方
、
政
治
的
志
向
及
び
人
種
は
影
響
を
及
ぼ
す
要
素
で
は
な
か
っ（七
）
日
本
法
へ
の
示
唆
先
に
挙
げ
た
ア
メ
リ
カ
の
世
論
調
査
の
結
果
か
ら
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
第
一
に
、
少
年
の
更
生
可
能
性
が
承
認
さ
れ
て
い
る
。
少
年
が
暴
力
犯
罪
を
行
っ
た
場
合
で
も
、
更
生
可
能
性
は
否
定
さ
れ
て
い
な
い
。
第
二
に
、
第
一
と
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
成
人
と
は
別
異
の
取
扱
い
（
少
年
裁
判
所
制
度
や
成
人
よ
り
も
寛
大
な
処
遇
）
が
支
持
さ
れ
て
い
る
。
第
三
に
、
や
は
り
第
一
と
関
連
し
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
厳
罰
（
成
人
裁
判
所
に
お
け
る
訴
追
や
刑
罰
）
が
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
少
（
　
）
６３た
。
（
　
）
６４た
。
（
　
）
６５い
。
（
　
）
６６た
。
（
　
）
６７た
。
（
　
）
６８た
。
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二
号
年
の
更
生
が
重
視
さ
れ
て
い
そ
し
て
、
少
年
を
更
生
さ
せ
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
教
育
、
職
業
訓
練
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
社
会
貢
献
活
動
、
被
害
者
と
の
面
会
、
被
害
弁
償
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
施
設
収
容
処
分
の
更
生
効
果
は
あ
ま
り
高
く
評
価
さ
れ
て
い
な
い
。
特
に
成
人
施
設
へ
の
収
容
は
、
か
え
っ
て
再
犯
の
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
代
か
ら
特
に
少
年
事
件
を
成
人
刑
事
裁
判
所
に
移
送
し
て
刑
罰
を
科
す
方
向
で
少
年
法
制
の
厳
罰
化
が
進
ん
で
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
民
が
少
年
の
更
生
可
能
性
を
認
め
、
成
人
と
異
な
る
手
続
及
び
処
遇
を
支
持
し
、
少
年
を
更
生
さ
せ
る
た
め
の
手
段
と
し
て
刑
罰
な
い
し
施
設
収
容
処
分
以
外
の
手
段
を
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
他
方
で
、
第
四
に
、
少
年
が
成
人
と
は
別
異
に
扱
わ
れ
る
こ
と
に
大
き
な
支
持
が
あ
り
つ
つ
も
、
少
年
に
自
己
の
行
為
に
つ
い
て
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
現
在
の
少
年
司
法
制
度
が
少
年
に
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
課
し
て
更
生
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
お
ら
ず
、
非
行
防
止
効
果
を
発
揮
し
て
い
な
い
、
と
の
制
度
へ
の
不
満
が
あ
加
え
て
、
制
度
や
実
際
の
少
年
非
行
の
動
向
に
つ
い
て
の
知
識
が
十
分
に
共
有
さ
れ
て
い
な
い
こ
そ
れ
と
あ
い
ま
っ
て
現
実
と
世
論
に
よ
る
認
識
の
間
に
乖
離
が
生
じ
得
る
こ
と
、
統
計
が
世
論
に
と
っ
て
必
ず
し
も
説
得
力
を
持
つ
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
少
年
が
過
ち
を
犯
す
の
は
自
然
で
あ
る
と
い
っ
た
言
説
が
支
持
さ
れ
に
く
い
こ
と
、
少
年
の
更
生
や
そ
れ
を
主
た
る
目
的
と
す
る
少
年
司
法
制
度
へ
の
支
持
と
い
っ
た
一
般
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
大
方
（
　
）
６９る
。
（
　
）
７０る
。
（
　
）
７１と
、
の
意
見
の
一
致
が
得
ら
れ
る
も
の
の
、
少
年
法
の
適
用
年
齢
な
い
し
刑
事
裁
判
所
へ
の
移
送
年
齢
と
い
っ
た
よ
り
詳
細
な
問
題
に
つ
い
て
は
意
見
が
分
か
れ
て
く
る
こ
と
も
、
重
要
な
所
見
で
あ
そ
し
て
、
世
論
を
背
景
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
も
、
実
際
に
は
、
市
民
が
求
め
る
も
の
、
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
も
の
に
合
致
し
な
い
法
改
正
が
な
さ
れ
、
市
民
の
要
望
に
も
合
致
せ
ず
、
少
年
非
行
の
防
止
に
効
果
的
で
も
な
い
少
年
司
法
制
度
が
出
来
上
が
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
指
摘
で
き
よ
う
。
こ
れ
ら
の
所
見
か
ら
、
日
本
に
と
っ
て
、
次
の
よ
う
な
示
唆
を
得
ら
れ
る
。
日
本
で
は
、
ア
メ
リ
カ
よ
り
も
少
年
非
行
数
、
人
口
比
と
も
に
小
さ
い
レ
ベ
ル
に
あ
り
、
ま
た
、
少
年
法
も
ア
メ
リ
カ
ほ
ど
に
厳
罰
化
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ
と
同
様
、
成
人
よ
り
も
少
年
の
更
生
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
広
く
一
般
に
認
め
ら
れ
、
犯
罪
を
行
っ
た
成
人
の
た
め
の
制
度
と
は
別
個
の
少
年
法
制
度
が
支
持
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
。
他
方
、
現
行
の
少
年
法
制
度
が
非
行
少
年
に
課
し
て
い
る
処
分
が
甘
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
故
に
非
行
防
止
の
役
割
を
果
た
し
得
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
の
現
行
制
度
へ
の
危
惧
な
い
し
不
満
は
、
ひ
い
て
は
刑
事
法
制
度
で
の
訴
追
及
び
処
罰
へ
の
支
持
に
つ
な
が
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
現
行
制
度
の
中
で
ど
の
よ
う
な
処
遇
選
択
肢
が
あ
り
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
処
遇
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
市
民
へ
の
情
報
の
提
供
と
丁
寧
な
説
明
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
処
遇
に
よ
っ
て
非
行
防
止
効
果
が
ど
の
程
度
上
が
っ
て
い
る
の
か
、
特
に
少
年
院
送
致
処
分
な
ど
の
少
年
法
制
度
内
の
処
遇
と
検
察
官
に
送
致
さ
れ
た
後
の
刑
事
処
分
に
よ
る
再
非
行
防
止
効
果
に
関
（
　
）
７２る
。
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す
る
研
究
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
が
必
要
で
あ
る
。
少
年
非
行
の
動
向
に
関
す
る
意
識
と
実
態
と
の
間
に
乖
離
が
生
じ
る
こ
と
は
日
本
も
ア
メ
リ
カ
と
同
じ
で
あ
る
が
、
増
加
傾
向
と
の
認
識
も
少
年
非
行
へ
の
恐
怖
を
引
き
起
こ
し
、
や
は
り
厳
罰
化
へ
の
支
持
に
傾
く
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
少
年
非
行
の
動
向
に
つ
い
て
も
正
確
な
情
報
の
提
供
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
統
計
が
世
論
に
対
し
て
説
得
力
を
持
た
な
い
場
合
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
少
年
非
行
の
動
向
の
認
識
に
影
響
を
与
え
て
い
る
他
の
要
素
へ
の
働
き
掛
け
も
同
時
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
少
年
事
件
報
道
の
在
り
方
や
近
隣
地
域
で
の
非
行
防
止
活
動
の
充
実
等
の
検
討
が
必
要
と
な
ろ
う
。
正
確
な
情
報
の
提
供
に
よ
っ
て
、
市
民
は
少
年
非
行
の
現
状
、
少
年
法
制
度
の
実
際
の
運
用
、
そ
れ
と
刑
事
法
制
度
と
の
比
較
を
行
い
、
少
年
に
対
す
る
処
遇
や
制
度
が
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か
を
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
し
た
後
に
市
民
が
非
行
少
年
に
対
す
る
対
応
と
し
て
何
を
求
め
て
い
る
の
か
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
一
般
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
大
方
の
意
見
の
一
致
が
あ
っ
て
も
、
よ
り
具
体
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
多
様
な
意
見
が
あ
り
得
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
き
め
細
か
な
世
論
調
査
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
民
主
主
義
社
会
に
お
い
て
、
法
制
度
は
世
論
を
離
れ
て
は
支
持
さ
れ
な
い
が
、
制
度
が
世
論
の
求
め
る
こ
と
を
満
た
す
も
の
と
な
り
、
か
つ
、
世
論
が
求
め
て
い
な
い
過
度
な
も
の
、
し
か
も
世
論
が
求
め
る
効
果
を
持
た
な
い
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
市
民
へ
の
正
確
な
情
報
の
提
供
と
慎
重
な
世
論
の
調
査
及
び
分
析
が
不
可
欠
で
あ
る
。
（
１
）
例
え
ば
、
毎
日
新
聞
が
二
〇
一
五
年
七
月
に
実
施
し
た
全
国
世
論
調
査
で
は
、
少
年
法
の
適
用
年
齢
の
一
八
歳
未
満
へ
の
引
き
下
げ
に
賛
成
す
る
回
答
が
八
〇
％
に
上
っ
て
い
る
。
毎
日
新
聞
二
〇
一
五
年
七
月
七
日
朝
刊
。
（
２
）　
内
閣
府
に
よ
る
少
年
非
行
に
関
す
る
世
論
調
査
は
、http://
survey.
 
   
  
      
gov-online.go.jp/index-all.htm
l
を
参
照
。
　
平
成
一
〇
年
調
査
か
ら
二
七
年
調
査
ま
で
の
少
年
非
行
に
関
す
る
世
論
調
査
は
、
全
国
の
満
二
〇
歳
以
上
の
者
三
〇
〇
〇
人
を
対
象
と
し
（
二
〇
歳
未
満
の
者
も
調
査
対
象
と
し
て
い
る
調
査
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
二
〇
歳
以
上
の
回
答
者
の
回
答
を
取
り
上
げ
る
。）、
調
査
員
が
対
象
者
に
面
接
し
て
実
施
し
て
い
る
。
有
効
回
収
率
は
最
も
低
い
二
七
年
調
査
の
五
九
・
一
％
か
ら
最
も
高
い
一
三
年
調
査
の
七
二
・
一
％
で
あ
る
。
　
本
文
で
取
り
上
げ
る
も
の
の
ほ
か
、「
青
少
年
問
題
に
関
す
る
世
論
調
査
」
（
昭
和
四
〇
年
二
月
）、「
青
少
年
問
題
に
関
す
る
世
論
調
査
」（
昭
和
四
二
年
三
月
）、「
少
年
非
行
問
題
に
関
す
る
世
論
調
査
」（
昭
和
五
八
年
七
月
）、「
少
年
非
行
問
題
に
関
す
る
世
論
調
査
」（
昭
和
六
三
年
七
月
）、「
少
年
非
行
問
題
に
関
す
る
世
論
調
査
」（
平
成
七
年
六
月
）
等
が
あ
る
。
　
な
お
、
少
年
非
行
に
対
す
る
意
識
に
関
し
て
、
公
益
財
団
法
人
・
日
工
組
社
会
安
全
財
団
が
二
〇
〇
二
年
か
ら
行
っ
て
い
る
「
犯
罪
に
対
す
る
不
安
感
等
に
関
す
る
調
査
研
究
」
も
参
考
と
な
る
。http://w
w
w.syaanken.or.jp/?p=
894
を
参
照
。
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（
３
）　
一
〇
年
調
査
及
び
一
三
年
調
査
は
特
に
少
年
非
行
を
定
義
し
て
い
な
い
一
方
、
一
七
年
以
降
の
調
査
は
、
少
年
が
行
っ
た
犯
罪
の
ほ
か
、
喫
煙
や
飲
酒
、
深
夜
は
い
か
い
な
ど
の
不
良
行
為
を
含
め
て
少
年
非
行
と
定
義
し
て
い
る
。
こ
の
定
義
に
含
ま
れ
て
い
る
不
良
行
為
は
必
ず
し
も
少
年
法
の
適
用
対
象
で
は
な
い
。
し
か
し
定
義
の
中
に
少
年
が
行
っ
た
犯
罪
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
調
査
の
結
果
明
ら
か
に
な
る
世
論
の
動
向
が
、
少
年
法
の
適
用
の
あ
る
少
年
事
件
に
つ
い
て
の
世
論
の
動
向
に
と
っ
て
も
参
考
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
（
４
）　
内
閣
府
は
平
成
一
六
年
及
び
平
成
一
八
年
に
「
治
安
に
関
す
る
世
論
調
査
」
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
世
論
調
査
で
は
治
安
に
関
し
て
よ
り
詳
細
な
質
問
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
二
回
の
調
査
の
み
で
は
治
安
に
関
す
る
世
論
の
長
期
的
動
向
を
確
認
で
き
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
「
社
会
意
識
に
関
す
る
調
査
」
を
取
り
上
げ
る
。
（
５
）　
法
務
省
法
務
総
合
研
究
所
編
『
犯
罪
白
書
（
平
成
二
六
年
版
）』
一
〇
四
頁
（
日
経
印
刷
株
式
会
社
、
二
〇
一
四
年
）。
（
６
）　
同
右
。
（
７
）　
同
右
。
（
８
）　
同
書
一
〇
五
頁
。
（
９
）　
同
書
一
〇
七
頁
。
（
　
）
同
右
。
１０
（
　
）　
た
と
え
ば
、
一
七
年
調
査
以
降
の
調
査
は
、「
少
年
」
を
「
一
四
歳
か
ら
一
九
１１
歳
ま
で
の
少
年
・
少
女
」
と
、「
少
年
非
行
」
を
「
少
年
が
行
っ
た
犯
罪
と
、
喫
煙
や
飲
酒
、
深
夜
は
い
か
い
な
ど
の
不
良
行
為
を
含
め
た
も
の
」
と
定
義
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
二
年
調
査
以
降
の
調
査
で
は
、「
お
お
む
ね
五
年
前
」
と
比
べ
た
少
年
に
よ
る
重
大
な
事
件
の
増
減
傾
向
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
。
一
方
、
一
〇
年
調
査
及
び
一
三
年
調
査
は
、「
青
少
年
」
と
い
う
文
言
を
用
い
た
り
、
「（
青
）
少
年
」
が
何
歳
か
ら
何
歳
ま
で
の
者
を
指
す
の
か
定
義
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
一
〇
年
調
査
、
一
三
年
調
査
及
び
一
七
年
調
査
は
、「
最
近
」
の
重
大
な
事
件
を
「
以
前
」
と
比
べ
る
よ
う
求
め
て
い
る
が
、
そ
の
時
期
・
期
間
の
長
短
は
回
答
者
に
よ
り
異
な
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
　
そ
の
ほ
か
、
一
七
年
調
査
ま
で
、
少
年
に
よ
る
重
大
な
事
件
の
増
減
傾
向
を
問
う
際
、「
最
近
、
少
年
（
一
〇
年
調
査
で
は
「
青
少
年
」）（
に
よ
る
）
非
行
（
一
〇
年
調
査
及
び
一
三
年
調
査
で
は
「
非
行
等
」）
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
」
と
い
う
前
置
き
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。「
重
大
な
事
件
」
と
い
う
文
言
は
含
ま
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
少
年
非
行
が
問
題
で
あ
る
と
回
答
者
に
改
め
て
意
識
さ
せ
て
、
少
年
に
よ
る
重
大
な
事
件
の
傾
向
を
問
う
質
問
に
対
す
る
回
答
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
否
定
で
き
ず
、
回
答
が
回
答
者
の
判
断
を
正
確
に
反
映
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
の
あ
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
　
）　
二
二
年
調
査
以
降
は
、
減
っ
て
い
る
と
の
回
答
に
つ
い
て
「
あ
る
程
度
減
っ
１２
て
い
る
」
と
「
か
な
り
減
っ
て
い
る
」
の
二
つ
の
選
択
肢
に
分
か
れ
て
い
る
。
本
文
の
数
値
は
、
両
者
を
合
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
　
）　
一
七
年
調
査
ま
で
は
「
ほ
と
ん
ど
（
全
く
）
増
え
て
い
な
い
」
と
い
う
文
言
１３
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
（
　
）
一
〇
年
調
査
に
は
こ
の
質
問
項
目
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
一
三
年
以
１４
降
の
調
査
で
も
選
択
肢
が
異
な
っ
て
お
り
、
例
え
ば
、
二
七
年
調
査
で
は
、「
イ
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ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
も
の
」
が
選
択
肢
に
追
加
さ
れ
て
い
る
。
（
　
）　
各
世
論
調
査
に
お
い
て
前
回
調
査
か
ら
の
選
択
肢
の
追
加
ま
た
は
削
除
が
あ
１５
り
、
選
択
肢
は
同
一
で
は
な
い
。
（
　
）　
一
〇
年
調
査
に
は
こ
の
選
択
肢
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
１６
（
　
）　
さ
さ
い
な
こ
と
に
腹
を
立
て
て
暴
力
を
振
る
う
と
い
う
選
択
肢
は
一
〇
年
調
１７
査
に
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
選
択
肢
に
回
答
し
た
者
の
割
合
は
一
三
年
調
査
以
降
の
調
査
に
よ
る
。
（
　
）　
一
〇
年
調
査
に
は
こ
の
選
択
肢
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
一
三
年
調
査
で
不
良
１８
行
為
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
飲
酒
と
喫
煙
の
み
で
あ
る
。
（
　
）　
前
掲
注
（
４
）
の
「
治
安
に
関
す
る
世
論
調
査
」
で
は
、
治
安
や
犯
罪
に
関
１９
す
る
情
報
を
入
手
す
る
方
法
に
つ
い
て
尋
ね
て
お
り
、
複
数
回
答
で
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
選
択
し
た
者
の
割
合
が
九
五
％
程
度
、
新
聞
を
選
択
し
た
者
の
割
合
が
八
〇
％
程
度
と
、
他
の
選
択
肢
を
選
択
し
た
者
の
割
合
に
比
し
て
高
率
で
あ
る
。
（
　
）
前
掲
注
（
４
）
の
「
治
安
に
関
す
る
世
論
調
査
」
に
お
い
て
「
家
族
や
友
人
と
２０
の
会
話
」
を
通
じ
て
治
安
や
犯
罪
に
関
す
る
情
報
を
入
手
す
る
と
回
答
し
た
者
の
割
合
も
比
較
的
高
く
（
三
五
％
程
度
）、
実
際
に
周
囲
で
起
き
た
不
良
行
為
等
の
経
験
が
、
家
族
や
友
人
と
の
会
話
を
通
し
て
共
有
さ
れ
、
そ
れ
が
不
良
行
為
に
と
ど
ま
ら
ず
、
少
年
に
よ
る
重
大
な
事
件
の
傾
向
に
つ
い
て
の
意
識
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
（
　
）　
前
掲
注
（
５
）
三
頁
。
２１
（
　
）　
同
右
。
２２
（
　
）　
同
右
。
２３
（
　
）　（
二
）
で
取
り
上
げ
た
少
年
非
行
に
関
す
る
世
論
調
査
と
ほ
ぼ
同
期
間
で
あ
る
２４
平
成
七
年
か
ら
二
七
年
ま
で
二
〇
年
間
に
行
わ
れ
た
調
査
を
取
り
上
げ
る
。
平
成
七
年
調
査
以
降
、
日
本
の
国
や
国
民
に
つ
い
て
誇
り
に
思
う
こ
と
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
選
択
肢
の
内
容
及
び
そ
の
順
序
は
同
一
で
、
そ
の
他
の
選
択
肢
に
、「
長
い
歴
史
と
伝
統
」、「
す
ぐ
れ
た
文
化
や
芸
術
」、「
美
し
い
自
然
」
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
良
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
思
う
分
野
及
び
悪
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
思
う
分
野
に
関
す
る
質
問
の
選
択
肢
の
内
容
及
び
順
序
も
同
一
で
、
他
の
選
択
肢
と
し
て
「
外
交
」、「
景
気
」
等
が
あ
る
。
（
　
）　C
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C
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and
Policy
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世
論
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）　Ibid.
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
調
査
で
も
、
対
象
者
の
約
七
割
が
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非
行
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の
支
援
に
遅
す
ぎ
る
年
齢
は
な
い
と
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答
し
た
。Steinhart,
 
 
 
     supra
     
note
29,at
 
  
 
    
64–
65.
テ
ネ
シ
ー
州
に
お
け
る
一
九
九
八
年
の
調
査
で
も
、
対
象
者
の
四
分
の
三
が
、
同
様
に
回
答
し
た
。M
elissa
M
.M
oon
 
      
  
    etal
   .,  Is
C
hild
Saving
   
    
   
  
D
ead?
Public
Support
for
Juvenile
Rehabilitation,
46(1)
C
rim
e
&
D
elinquency
38,54
(2000)
 
          
     
 
    .  
（
　
）　Ibid.
６３
（
　
）　Id   .  at196
     .  
６４
（
　
）　Ibid.
６５
（
　
）　Ibi
   d.  
６６
（
　
）　Ibid.
６７
（
　
）　Ibi
   d.  
６８
（
　
）　A
pplegate
ら
は
成
人
の
刑
事
裁
判
所
へ
の
少
年
事
件
の
移
送
に
関
す
る
研
究
６９
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中
で
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遇
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す
る
際
の
主
要
な
目
的
に
つ
い
て
世
論
調
査
し
て
い
る
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よ
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も
っ
と
も
、
少
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は
過
ち
を
犯
す
こ
と
が
あ
る
、
と
い
っ
た
「
言
い
訳
」
が
７２
世
論
に
と
っ
て
説
得
力
を
持
た
な
い
点
も
、
少
年
の
成
長
と
発
達
に
つ
い
て
の
理
解
の
不
十
分
さ
が
影
響
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
行
為
時
一
八
歳
未
満
の
者
へ
の
死
刑
を
禁
じ
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
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高
裁
判
所
の
ロ
ー
パ
ー
判
決
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v.Sim
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）
は
、
少
年
の
脳
の
発
達
、
精
神
や
心
理
を
め
ぐ
る
科
学
的
研
究
に
基
づ
い
て
、
少
年
の
有
責
性
の
程
度
が
低
い
一
方
、
更
生
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
認
め
た
。
こ
う
し
た
少
年
の
成
長
及
び
発
達
に
つ
い
て
の
認
識
が
広
ま
る
な
ら
ば
、
少
年
が
過
ち
を
犯
す
こ
と
の
受
け
止
め
方
も
変
わ
っ
て
こ
よ
う
。
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